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01:１

02:た゛い３しょーもて゛るじゅぎょーあん

03:１２すくうほーりつわなに？

04:わーくしーと「ろーと゛ーしゃをまもる

05:ほーりつ（るーる）をかんか゛えてみよー」

06:すすめかたこのしーとのじゅんに、せんせいの

07:しし゛にしたか゛ってすすめましょー。

08:！――――――――――――――――――――――――――――――。

09:ねんか゛つにち

10:ねんくみなまえ

11:（かくこーもくにかんしてきじゅつしましょー）

12:

13:１。かくはんて゛つき゛のふ゛んをよんて゛

14:（１）～～（４）のなかて゛もんた゛いわ

15:あるかかんか゛えてみよー！

16:！‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥。

17:Ａさんわしゃかいし゛ん１ねんせい。し゛もとを

18:はなれ、よそのとちて゛ひとりく゛らしをはし゛めました。
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01:２

02:さいしょにかいしゃからしめされたじょーけんわいかの

03:とおりて゛した。

04:せいしゃいん

05:しょにんきゅーわけ゛っきゅーて゛１８まんえん

06:まいしゅーにちよーひ゛やすみ

07:きんむし゛かんわ９し゛～～１７し゛（１３し゛～～

08:１４し゛ひるやすみ）

09:しこ゛とわけいり

10:きんむちわ○○＿し△△にあるほんしゃない

11:

12:１ねんほと゛いっしょーけんめいはたらいて

13:いましたか゛、そのうちへんた゛なとおもうことか゛て゛て

14:きました。

15:かいしゃか゛いそか゛しいのて゛、（１）もともと

16:しゅーに１にち、にちよーひ゛とかいしゃのきそくて゛

17:きまっているおやすみのひすらやすめないことも

18:あります。とてもつかれ、た゛んた゛んたいちょーも
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01:３

02:わるくなってきました。

03:

04:（２）おひるやすみについても、「いそか゛しくて

05:みんなとってないんた゛からしょーか゛ないよね」と

06:じょーしにいわれてとれないこともあります。

07:

08:１７し゛まて゛のきんむし゛かんて゛したか゛、

09:（３）〈きみのしこ゛とか゛おそくてしこ゛とか゛

10:おわらないんた゛から、とーせ゛んさ゛んぎょーた゛。〉と

11:いわれて１９し゛や２０し゛こ゛ろまて゛はたらかされ、

12:しかもさ゛んぎょーた゛いか゛もらえません。

13:

14:さすか゛にこのままはたらきつつ゛けるわけにわ

15:いかないとおもい、じょーしに「いろいろおかしいと

16:おもいます。あらためてくた゛さい」といったところ、

17:（４）〈なまいきた゛な、それならやめてよ。〉と

18:いわれ、くひ゛になってしまいました。
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01:４

02:☆これわか゛くしゅーよーのかくーのれいて゛す

03:り‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ろ

04:

05:（１）～～（４）のなかて゛もんた゛いか゛ある

06:は゛あいわ、なにか゛と゛ーもんた゛いなのか

07:かんか゛えよー！

08:

09:――→かくはんないて゛と゛の「もんた゛いか゛

10:ありそーなほ゜いんと（１）～～（４）」をた゛れか゛

11:たんとーするのかきめ、かくもんた゛いほ゜いんとの

12:てーふ゛るにはけんする。

13:

14:

15:

16:

17:

18:
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01:５

02:２。「Ａさんをたすけるため『はたらく

03:ことにかんするきまり』をかんか゛えて

04:みよー」

05:（１）かく「もんた゛いか゛ありそーな

06:ほ゜いんと＿こ゛とに、へ゛つへ゛つの

07:てーふ゛るて゛かんか゛えてはなしあってみよー！

08:☆「もんた゛いか゛ありそーなほ゜いんと」について

09:かんか゛えるしてん（よっつのふ゛んやにわけてかんか゛えを

10:もちよるし゛く゛そーほーて゛す）

11:１なにか゛いけないのか

12:２た゛れをまもるのか、そのひとのなにを

13:まもるのか

14:３それそ゛れのまもるへ゛きてんにたいおーして、

15:と゛のよーなるーるか゛ひつよーか

16:４るーるか゛まもられるためにわ、るーる

17:いか゛いになにかか゛ひつよーか

18:
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01:６

02:（めも）

03:｜

04:

05:（２）もとのはんにもと゛って「もんた゛い」を

06:ふせく゛ためのほーりつ（るーる）あんをさくせい

07:してみよー！

08:

09:３。はんこ゛とにあんをはっぴょーしよー！

10:（た゛いひょーしゃのはっぴょーやほ゜すたー

11:はっぴょーけいしきなと゛て゛せ゛んたいしぇあ）

12:

13:（じゅんひ゛のためのめも）

14:｜

15:

16:

17:

18:
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01:７

02:４。し゛っさいのほーりつわと゛ーなって

03:いるか、しりょーて゛かくにんしよー。とくに

04:こ゛かいしていたふ゛ふ゛んについてりかい

05:しよー。

06:

07:（きつ゛いたこと）

08:｜

09:り――――――――――――――――――――――――――――――ろ

10:

11:――わーくしーとのかいとーれい

12:「ろーと゛ーしゃをまもるほーりつ（るーる）を

13:かんか゛えてみよー」――

14:すすめかたこのしーとのじゅんに、せんせいの

15:しし゛にしたか゛ってすすめましょー。

16:

17:

18:
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01:８

02:！――――――――――――――――――――――――――――――。

03:１。かくはんて゛つき゛のふ゛んをよんて゛

04:（１）～～（４）のなかて゛もんた゛いわ

05:あるかかんか゛えてみよー！

06:！‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥。

07:Ａさんわしゃかいし゛ん１ねんせい。し゛もとを

08:はなれ、よそのとちて゛ひとりく゛らしをはし゛めました。

09:

10:さいしょにかいしゃからしめされたじょーけんわいかの

11:とおりて゛した。

12:せいしゃいん

13:しょにんきゅーわけ゛っきゅーて゛１８まんえん

14:まいしゅーにちよーひ゛やすみ

15:きんむし゛かんわ９し゛～～１７し゛（１３し゛～～

16:１４し゛ひるやすみ）

17:しこ゛とわけいり

18:きんむちわ○○＿し△△にあるほんしゃない
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01:９

02:

03:１ねんほと゛いっしょーけんめいはたらいて

04:いましたか゛、そのうちへんた゛なとおもうことか゛て゛て

05:きました。

06:かいしゃか゛いそか゛しいのて゛、（１）もともと

07:しゅーに１にち、にちよーひ゛とかいしゃのきそくて゛

08:きまっているおやすみのひすらやすめないことも

09:あります。とてもつかれ、た゛んた゛んたいちょーも

10:わるくなってきました。

11:

12:（２）おひるやすみについても、「いそか゛しくて

13:みんなとってないんた゛からしょーか゛ないよね」と

14:じょーしにいわれてとれないこともあります。

15:

16:１７し゛まて゛のきんむし゛かんて゛したか゛、

17:（３）〈きみのしこ゛とか゛おそくてしこ゛とか゛

18:おわらないんた゛から、とーせ゛んさ゛んぎょーた゛。〉と
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01:１０

02:いわれて１９し゛や２０し゛こ゛ろまて゛はたらかされ、

03:しかもさ゛んぎょーた゛いか゛もらえません。

04:

05:さすか゛にこのままはたらきつつ゛けるわけにわ

06:いかないとおもい、じょーしに「いろいろおかしいと

07:おもいます。あらためてくた゛さい」といったところ、

08:（４）〈なまいきた゛な、それならやめてよ。〉と

09:いわれ、くひ゛になってしまいました。

10:

11:☆これわか゛くしゅーよーのかくーのれいて゛す

12:り‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ろ

13:

14:（１）～～（４）のなかて゛もんた゛いか゛ある

15:は゛あいわ、なにか゛と゛ーもんた゛いなのか

16:かんか゛えよー！

17:

18:あるへ゛きすか゛たにたいしてけ゛んじょーか゛
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01:１１

02:おかしいということにきつ゛くちからわたいせつて゛す。

03:「あるへ゛きすか゛た」まいなす「け゛んし゛つ」――か゛

04:うんて゛いる「さ」にちゃくもくとくにふあん・

05:ふまん・ふあんてい・ふく゛あい・ふつこ゛ーなと゛

06:『ふ』か゛つくことは゛か゛ひんとになります！

07:

08:――→かくはんないて゛と゛の「もんた゛いか゛

09:ありそーなほ゜いんと（１）～～（４）」をた゛れか゛

10:たんとーするのかきめ、かくもんた゛いほ゜いんとの

11:てーふ゛るにはけんする。

12:

13:

14:

15:

16:

17:

18:
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01:１２

02:２。「Ａさんをたすけるため『はたらく

03:ことにかんするきまり』をかんか゛えて

04:みよー」

05:（１）かく「もんた゛いか゛ありそーな

06:ほ゜いんと＿こ゛とに、へ゛つへ゛つの

07:てーふ゛るて゛かんか゛えてはなしあってみよー！

08:☆「もんた゛いか゛ありそーなほ゜いんと」について

09:かんか゛えるしてん（よっつのふ゛んやにわけてかんか゛えを

10:もちよるし゛く゛そーほーて゛す）

11:１なにか゛いけないのか

12:２た゛れをまもるのか、そのひとのなにを

13:まもるのか

14:３それそ゛れのまもるへ゛きてんにたいおーして、

15:と゛のよーなるーるか゛ひつよーか

16:４るーるか゛まもられるためにわ、るーる

17:いか゛いになにかか゛ひつよーか

18:
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01:１３

02:（めも）

03:（１）しゅーに１かいのにちよーひ゛のやすみか゛

04:とれないこと（そのため、はたらきすき゛て゛たいちょー

05:ふりょーになってきたこと）

06:（２）ひるやすみも「いそか゛しくてみんなもとって

07:いない」とのりゆーて゛とれていないこと

08:（３）じょーしのしし゛て゛さ゛んぎょーした

09:ふ゛んのきゅーりょーか゛しはらわれないこと

10:（４）じょーしのかってなかんか゛えて゛かいこ

11:されたこと

12:

13:（２）もとのはんにもと゛って「もんた゛い」を

14:ふせく゛ためのほーりつ（るーる）あんをさくせい

15:してみよー！

16:

17:

18:
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01:１４

02:３。はんこ゛とにあんをはっぴょーしよー！

03:（た゛いひょーしゃのはっぴょーやほ゜すたー

04:はっぴょーけいしきなと゛て゛せ゛んたいしぇあ）

05:（じゅんひ゛のためのめも）

06:と゛のよーなはたらきかたか゛「りそー」なのか、そこから

07:かんか゛えてみましょー。

08:

09:４。し゛っさいのほーりつわと゛ーなって

10:いるか、しりょーて゛かくにんしよー。とくに

11:こ゛かいしていたふ゛ふ゛んについてりかい

12:しよー。

13:

14:（きつ゛いたこと）

15:（１）ろーと゛ーきじゅんほーた゛い３５じょーに

16:よると「しよーしゃわ、ろーと゛ーしゃにたいして、

17:まいしゅーすくなくとも１かいのきゅーし゛つを

18:あたえなけれは゛ならない。」となっています。
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01:１５

02:（２）にほんこくけんほ゜ーた゛い２７じょー

03:２こーか゛「ちんき゛ん、しゅーぎょーし゛かん、

04:きゅーそくそのたのきんろーじょーけんにかんする

05:きじゅんわ、ほーりつて゛これをさた゛める。」ときてい

06:しているのをうけて、ろーと゛ーきじゅんほーにより

07:きゅーけい、きゅーし゛つ、ゆーきゅーきゅーかなと゛か゛

08:さた゛められています。ろーと゛ーきじゅんほー

09:３４じょーて゛わ、しよーしゃ（かいしゃ）か゛ろーと゛ーしゃ

10:（じゅーぎょーいん）にたいしきゅーけいし゛かんをあたえる

11:き゛むか゛さた゛められています。しよーしゃわ、

12:ろーと゛ーし゛かんか゛６し゛かんをこえるは゛あいに

13:おいてわすくなくとも４５ふん、８し゛かんをこえる

14:は゛あいにおいてわすくなくとも１し゛かんのきゅーけい

15:し゛かんをろーと゛ーし゛かんのとちゅーにあたえなけれは゛

16:なりません（ろーと゛ーきじゅんほー３４じょー１こー）

17:（３）ろーと゛ーしゃをはたらかせてもよい

18:し゛かんたいやし゛かんすーにせいけ゛んをもーけており、
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01:１６

02:とくにふかのかかるろーと゛ーにたいしてわふた゛んより

03:おおめのちんき゛んをはらわねは゛ならないとしています。

04:そのためのく゛たいてきなきていか゛ろーと゛ー

05:きじゅんほー３７じょーて゛す。ほーていろーと゛ー

06:し゛かん（８し゛かん）をこえてはたらかせたは゛あいわ

07:「し゛かんか゛いろーと゛ー」として「２５ｐ

08:いじょー」のわりましりつをくわえたちんき゛んをえる

09:ことになっています。

10:（４）しよーしゃわ、ろーと゛ーしゃをかいこしよーと

11:するは゛あいわ、すくなくともかいこひ゛（ろーと゛ー

12:けいやくしゅーりょーひ゛）の３０にちまえに、その

13:よこくをしなけれは゛ならないこととされています

14:（ろーと゛ーきじゅんほー２０じょー１こー）さらに

15:そのかいこか゛みとめられるかと゛ーかについてわ

16:ろーと゛ーけいやくほー１６じょーにわ、つき゛のよーな

17:きていか゛あります。

18:「かいこわ、きゃっかんてきにこ゛ーりてきなりゆーを
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01:１７

02:かき、しゃかいつーねんじょーそーとーて゛あると

03:みとめられないは゛あいわ、そのけんりをらんよーした

04:ものとして、むこーとする。」

05:り――――――――――――――――――――――――――――――ろ

06:――――――――――――――――

07:

08:

09:

10:

11:

12:

13:

14:

15:

16:

17:

18:
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01:１８

02:

03:

04:

05:

06:

07:

08:

09:

10:

11:

12:

13:

14:

15:

16:

17:

18:


